
２

前
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
省
令
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定

中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
の
字
句
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

覚
せb

いb

剤
取
締
法
施
行
規
則
第
十
四
条
第
二
項

主
務
大
臣

当
該
覚
せb

いb

剤
施
用
機
関
を
開
設
す
る
独

立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構

医
師
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
臨

床
研
修
に
関
す
る
省
令
第
二
十
条

所
管
大
臣

開
設
者
で
あ
る
独
立
行
政
法
人
地
域
医
療

機
能
推
進
機
構

歯
科
医
師
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す

る
臨
床
研
修
に
関
す
る
省
令
第
二
十
条

所
管
大
臣

開
設
者
で
あ
る
独
立
行
政
法
人
地
域
医
療

機
能
推
進
機
構

平成™�年š月š˜日 月曜日 (号外第� 号)官 報

第
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
施
設
別
財
務
書
類
）

第
十
二
条

法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
施
設
別
財
務
書
類
は
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
及
び
キ
ャ
ッ

シ
ュ
・
フ
ロ
ー
計
算
書
と
す
る
。

附
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
会
計
処
理
の
特
例
）

第
三
条

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。）に
お
い
て
独
立
行
政
法

人
年
金
・
健
康
保
険
福
祉
施
設
整
理
機
構
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
機
構
」
と
い
う
。）が
所
有
す
る
流
動
資
産
の
う

ち
販
売
の
目
的
を
も
っ
て
所
有
す
る
土
地
、
建
物
そ
の
他
の
不
動
産
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
に

お
い
て
、
独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
（
次
項
に
お
い
て
「
新
機
構
」
と
い
う
。）が
固
定
資
産
と
し

て
所
有
し
、
同
日
の
時
価
に
よ
り
評
価
し
た
価
額
と
し
て
新
機
構
の
資
産
に
計
上
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
評
価
益

の
額
（
当
該
評
価
し
た
価
額
が
基
準
日
に
お
け
る
価
額
を
超
え
る
場
合
の
そ
の
超
え
る
部
分
の
額
を
い
う
。）に
つ

い
て
は
、
損
益
計
算
上
の
収
益
に
は
計
上
せ
ず
、当
該
額
を
資
本
剰
余
金
か
ら
増
額
し
て
整
理
す
る
も
の
と
す
る
。

２

新
機
構
が
、
独
立
行
政
法
人
年
金
・
健
康
保
険
福
祉
施
設
整
理
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十

三
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
独
立
行
政
法
人
年
金
・
健
康
保
険
福
祉
施
設
整
理
機

構
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
七
十
一
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
旧
法
」
と
い
う
。）第
三
条
に
規
定
す
る
年
金

福
祉
施
設
等
又
は
旧
法
附
則
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
施
設
で
あ
っ
て
旧
機
構
が
基
準
日
に
お
い
て
そ
の
運
営

を
委
託
し
て
い
た
も
の
に
つ
い
て
当
該
委
託
を
受
け
て
い
た
者
か
ら
寄
附
を
受
け
た
財
産
の
額
（
当
該
財
産
が
金

銭
以
外
の
財
産
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
財
産
の
受
け
入
れ
た
時
に
お
け
る
価
額
）
に
つ
い
て
は
、
損
益

計
算
上
の
収
益
に
は
計
上
せ
ず
、
当
該
額
を
資
本
剰
余
金
か
ら
増
額
し
て
整
理
す
る
も
の
と
す
る
。

（
医
療
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
条
の
三
十
三
の
二
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
独
立
行
政
法
人
年
金
・
健
康
保
険
福
祉
施
設
整
理
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
次
条

に
お
い
て
「
改
正
法
」
と
い
う
。）の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
譲
渡
の
た
め
に
必
要
な
手
続
）

第
二
条

改
正
法
附
則
第
五
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
手
続
は
、
改
正
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

前
の
独
立
行
政
法
人
年
金
・
健
康
保
険
福
祉
施
設
整
理
機
構
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
三
条
に
規
定

す
る
年
金
福
祉
施
設
等
の
譲
渡
契
約
の
締
結
と
す
る
。

第
十
五
条
を
第
十
九
条
と
す
る
。

第
十
四
条
を
次
の
と
お
り
改
め
、
同
条
を
第
十
八
条
と
す
る
。

（
通
則
法
第
四
十
八
条
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
重
要
な
財
産
）

第
十
四
条

機
構
に
係
る
通
則
法
第
四
十
八
条
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
重
要
な
財
産
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
も
の
と
す
る
。

一

土
地
及
び
建
物

二

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
財
産
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

第
十
三
条
を
第
十
五
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
長
期
借
入
金
又
は
機
構
債
券
の
償
還
期
間
）

第
十
六
条

令
第
六
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
施
設
及
び
設
備
の
種
類
、
使
用
期
間
そ

の
他
の
事
項
を
勘
案
し
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
き
は
、
そ
の
期
間
を
延
長

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

施
設

二
十
五
年
間

二

設
備

十
年
間

（
償
還
計
画
の
認
可
の
申
請
）

第
十
七
条

機
構
は
、
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
償
還
計
画
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
通
則

法
第
三
十
一
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
年
度
計
画
を
届
け
出
た
後
遅
滞
な
く
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
た
申
請
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
償
還
計
画
の
変
更
の
認
可
を
受

け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
都
度
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

長
期
借
入
金
の
総
額
及
び
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
借
入
見
込
額
並
び
に
そ
の
借
入
先

二

独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
債
券
の
総
額
及
び
当
該
事
業
年
度
に
お
い
て
発
行
す
る
も
の
の
引

受
け
の
見
込
み

三

長
期
借
入
金
及
び
独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
債
券
の
償
還
の
方
法
及
び
期
限

四

そ
の
他
必
要
な
事
項

第
十
二
条
中
「
独
立
行
政
法
人
年
金
・
健
康
保
険
福
祉
施
設
整
理
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十

三
年
法
律
第
七
十
三
号
）
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
」
を
「
五
年
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
三
条
と
し
、
同
条
の
次

に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
積
立
金
の
処
分
に
係
る
承
認
申
請
書
の
添
付
書
類
）

第
十
四
条

独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
法
施
行
令（
平
成
十
七
年
政
令
第
二
百
七
十
九
号
。以
下「
令
」

と
い
う
。）第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
期
間
最
後

の
事
業
年
度
の
事
業
年
度
末
の
貸
借
対
照
表
及
び
当
該
期
間
最
後
の
事
業
年
度
の
損
益
計
算
書
と
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
号

児
童
福
祉
法
施
行
令
及
び
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
百
二
十
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
の
四
中
「
第
二
十
四
条
第
三
号
」
を
「
第
二
十
四
条
第
四
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
児
童
福
祉
法
施
行
令
及
び
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律

施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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